







　2000 年にスピヴァクという思想家が Planetary Thinking　惑星規模の思考、惑星
規模の想像力ということを問題提起していました。そこでは縮減不可能な無数の差異
や、一般化、一様化、画一化していくグローバリゼーションに対して、むしろそうな
らないような視点、例えば第三世界的な視点といったものを提起する必要といったも
のを述べていました。これに対して例えば Anthropocene といったものとどのように
向かい合っていくのか。あるいは 1988 年に『３つのエコロジー』という本で、フェ
リックス・ガタリという人が言っています。これは単に環境を何か変えるだけではな
く、主体のあり方、ライフスタイルあるいは社会関係、産業構造や政治関係、組織構
造といったものをともに変容させていく必要があり、そのことをエコゾフィーと呼ん
でいました。要するに大気圏に対して何か薬品を散布してそれで終わりという話では
ないわけです。そのプロセスの中で民主主義の再考案、再発明といったことをどうす
ることができるか、といったことが考えられていました。
　さらに言えば、現在民主主義を考える時に、むしろ民主主義に対する憎悪といった
ものが蔓延している、といったことを考える必要があります。ギリシャ危機あるいは
世界金融危機以降、むしろデモクラシーがポピュリズムに陥ってだめになった、ある
いは市民運動が疲弊していく、そこで何も変わらない、そういった意識の中で、むし
ろどういう風に新たなツールを作りなおしていくのか、どういうふうに発明していく
のか。それは不毛な何か選択ではなくって新たなツールといった形で練り上げられな
ければならない、そういうふうな問題設定があります。そして、産業あるいは国家あ
るいは社会、そしてあるいは大学知、専門知、あるいはローカルな知、そういったも
のが協働しながら新たなレベルでの民主的組織をいかに行なっていくか。僕は例えば
文理融合だとか三者学連携だとかコミュニティデザイン、マネジメントみたいなもの
がどういうふうな効果をもってコモンを作っていくのか、そうったことを問い直して
いく必要があると考えています。以上です。
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